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平成２７年度 技術発表会

技術委員会 架設小委員会
越中 信雄
冨田 隆史

◆無断掲載禁止◆



発表内容
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1.概要

・解体撤去の背景と基本的留意点

2.床版解体撤去

・切断破砕の種類と特色

・床版撤去事例と留意点

・事故事例に学ぶ

3.鋼桁解体撤去

・解体撤去工法の分類と工法選定

・工法別の特色と留意点

・解体事例と留意点

・事故事例に学ぶ
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● 本日の3つの主題

① 解体中の事故防止

② 合理的な解体工法の選定

③ 各工法別留意点



第１章 概要
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損傷が激しく要求性能を満足で

きなくなった鋼橋は、解体撤去又

は補修を行う。

本日は解体撤去方法について事例

を抽出し施工上の留意点を紹介する。
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● 架設作業との違い

解体作業の大半が不可逆的な作業

綿密な調査の上で精度の高い施
工計画を立案し、周知・遵守し
施工する事が肝要。



旧橋は断面損傷が激しいことが多い
ほか、追加補強を実施し形状変更され
ていることがある。

＜基本的留意点＞

① 部材損傷による強度低下。

② 構造変更されていることがある。

③ 補強による橋体重量増加。

6

（１）解体撤去作業の基本的留意点
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（２）橋梁解体撤去フローチャート

橋面工（舗装、高欄、床版）の
解 体 撤 去

主 橋 体 の 解 体 撤 去

下 部 工 の 解 体 撤 去
（今回の説明から除く）



① 橋体設計図書の入手

② 設計図書と現状橋体の差異確認

③ 解体撤去作業時の施工環境調査

④ 橋体損傷状況の調査

⑤ 解体時発生材の適切な処理方法
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（３）解体撤去作業の留意点

橋体の設計図書が入手できない場合
は、寸法・板厚を計測し橋体重量を
割出し、応力照査を行う。
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構造形式

環境上の制約

安全の確保

工程、作業時
間帯の制約

設計条件
との整合

地理的･地形的
な条件

交通規制

最も経済的な工法

（４）工法を決める要素

全ての条件を満足する工法のうち
最も経済的な工法が採用される



第２章 床版解体撤去
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(１）概要
床版には様々な形式があるが、ここ

ではＲＣ床版について述べる。

＜ＲＣ床版解体撤去方法大別＞

① 桁上でブレ-カ-などで破砕解体

② 桁上でコンクリ-トカッタ-で切

断しブロック解体



11

①破砕解体 ：細かく砕いて解体
ブレ-カ-工法、圧搾工法等

②ブロック解体：大きなﾌﾞﾛｯｸ状に解体
（２次破砕を伴う）

カッタ-工法、ワイヤソ-工法
ガス溶断工法、鉄骨切断機工法
油圧式静的破壊工法、
ウｫ-タ-ジェット工法等

（２）解体工法による分類



（３）破砕の方法による分類
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① 機械的衝撃による工法 ...ブレ-カ-工法等

② 油圧による工法 …圧搾工法

鉄骨切断機工法

油圧式静的破壊工法

③ 切断による工法 …カッタｰ工法

ワイヤソｰ工法等

④ 溶断による工法…………ガス切断機等

⑤ 水力による工法…………ウｫ-タ-ジェット工法

⑥ 火薬による工法…………発破工法

静的破砕工法



Ｎｏ
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（４）床版解体撤去工法の判定要素

騒音振動に対する規制を受けるか

取り壊し物の桁下への落下は可能か

大型ﾌﾞﾚｰｶｰ等で桁下施工可能か

大型ﾌﾞﾚｰｶｰの桁上搭載可能か

強固な足場防護工の設置可能か

破砕解体

（大型ﾌﾞﾚｰｶｰ：桁上搭載）

破砕解体

（大型ﾌﾞﾚｰｶｰ：桁下配置）

（油圧破砕機：桁下配置）

ブロック解体

（ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ、ﾜｲﾔｿｰ）

Ｎｏ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｙｅｓ



（５）主要な切断・解体方法の特色

解体原理 打撃による破壊

適用個所 床版、下部工

特徴、能力 単独で用いられること
は少なく、他の工法と
の併用や補助として
用いるｹｰｽが多い。

作業条件 防音、防塵設備の検
討必要

強固な作業床
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ブレーカー工法



カッタｰ工法
解体原理 円盤状切刃による切断

適用個所 床版

特徴、

能力

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞを埋め込んだ
円盤状切刃(ﾌﾞﾚｰﾄﾞ）を
高速回転させ切断する。
部材を所定の大きさに
整然と解体できる。

切断深さ40㎝程度まで
可能で概ね10m/日。

作業条件 冷却水必要

水処理対策必要
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ワイヤソｰ工法
解体原理 ﾜｲﾔｿｰによる切断

適用個所 床版（壁高欄,地覆）
特徴、

能力

ﾜｲﾔを巻きつけ張力を
与えながら高速循環回
転させ切断する。

鉄筋も切断可能。

ﾜｲﾔ挿入孔を併用する
とある程度任意形状に
切断可能。

作業条件 駆動装置の固定必要

冷却水が必要（乾式も
ある）
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圧搾工法
解体原理 油圧による圧搾

適用個所 床版

能力,特徴 おおむね90㎝以下適用。
ｺﾝｸﾘｰﾄを端部より破砕
する。鉄筋とｺﾝｸﾘｰﾄの
分離、鉄筋の集積や積
込みもでき、効率良い。

汎用性も高い。

作業条件 圧搾物落下対策必要

散水必要

強固な作業床
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ウォｰタｰジェット工法
解体原理 高圧水切断、はつり出し

適用個所 床版

特徴、

能力

500～3000気圧の高圧
水を噴射することにより、
比較的薄い部材の切断
や表面をはつることがで
きる。 鋼材・鉄筋を傷
つけず施工可能であり
補修工事に適する。

研磨剤を混ぜて鉄筋ま
で切断可能な方式。

作業条件 水処理必要
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（６）橋面付属物の解体撤去
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舗装の解体・撤去

照明・配水管の撤去解体

添加物の解体・撤去

高欄の解体・撤去

伸縮装置の解体・撤去

地覆の解体・撤去

（路面切削機、大型ﾌﾞﾚｰｶ）

（ガス溶断機、ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ）

（ガス溶断機、ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ）

（ガス溶断機、ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ）

ﾌﾞﾚｰｶ、ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ
ガス溶断機、ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ

ﾌﾞﾚｰｶ、ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ
ガス溶断機、ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ



コンクリｰトカッタｰによる分割切断
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（７）床版工の撤去事例

②ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ切断

①吊孔削孔 後で撤去

はじめに、吊孔を削孔する。その後クレｰンで吊
りつつカッタｰで所定の大きさに切断・撤去する。



カッタｰにて切断

STEP １カッタ-切断

21

削孔しアイボ
ルト挿入、吊
元としている。

コンクリ-トカッタ-
による切断状況

切断時発生
水処理必要

床版撤去実施事例

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用
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STEP ２ ブロック吊り上げ撤去
ブロック
吊り上げ
作業状況



23

STEP ３ ブロック撤去完了

桁と一緒に撤去
するか、ハンド
ブレｰカｰで解体
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吊り上げ撤去状況

ブロック
吊り上げ

ケ-ブル
クレ-ン

（ケｰブルクレｰンによる吊上げ状況）
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（８）床版解体撤去時の留意点

①Ｉ桁の床版解体中に横倒れ座屈をお

こすことがある。特に、床版上にブ

レ-カなどの重機を搭載するときは

橋体照査を行う。場合により仮横構

や仮対傾構を取り付けた後解体する。

②横桁、対傾構の解体は床版完全撤去

後に行う（合成桁は特に注意）。
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③ア-チ橋や連続桁では床版撤去順番

は特に留意する。特にア-チ橋では

１方向から撤去すると床版荷重が偏

載荷となり局所的に大きな応力が発

生し倒壊につながる場合がある。

④コンクリｰトガラが防護工上に一時

的に載荷する場合は、防護工の照査

を行うほか、すみやかに撤去する。
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⑤粉じん飛散、騒音・振動発生の抑制

⑥コンクリ-トカッタ-使用時の処理

水をまき散らさない。
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＜事故事例＞
・状況：中路式ランガ-桁の床版解体時に、支間中央

部で座屈した。（床版25％解体時）

・要因：床版解体作業を片方向からおこなったため、

荷重バランスが崩れ桁が応力超過した。
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＜事故例に学ぶ＞
＜荷重偏載荷の状況＞

床版撤去済

変形

床版偏載荷

移動

移動

浮
上
り床版を一部解体したため荷重が偏載荷

となり赤の点線のように変形した。

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用
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＜事故例に学ぶ＞
① ア-チ系構造の施工手順策定の重要性

事故後の解析結果で、中央部付近から両

側に向かって床版解体していけば、応力超

過にはならなかった。

② 構造系の特殊性の把握

本橋は、中路式ランガ-橋であるがア-チ

リブ断面が非常に小さく特殊な橋梁であっ

た。実際の施工手順と整合性を持った事前

のシミュレ-ション解析を実施する。
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＜事故例に学ぶ＞

われわれは、事故を教訓として同様な
事故を起こさないように日々の研鑽が重
要である。

同じような現場に見えても同じものは
なく、条件が少しずつ異なっており個別
にしっかりと検討しなくてはならない。

別工事で問題がなかったからこの工事
も問題ないというのは最も危険。



第３章 鋼桁解体撤去
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3-1 鋼桁解体撤去の基本
鋼桁解体３つの基本事項

・基本事項１

応力解放を精度よく行う。

・基本事項２

完成時と逆の応力が発生することが

あり、応力照査、座屈照査を実施。

・基本事項３

施工時の桁損傷状況の確認。
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3-2 解体撤去工法による分類

大 分 類 小 分 類

台船工法
ＦＣ工法

台船一括撤去工法
ＦＣベント工法
ＦＣ一括撤去工法

自走クレ-ン工法
大型搬送車工法

自走クレ－ン一括撤去工法
自走クレ－ンベント工法
大型搬送車一括撤去工法

ケ-ブルクレ-ン工法 ケ－ブルクレ－ンベント工法
ケ－ブルエレクション直吊工法
ケ－ブルエレクション斜吊工法

架設桁吊り込み工法
桁引き戻し工法

架設桁吊り込み工法（トラベラ併用）
手延べ式引き戻し工法
桁引き戻し工法（架設桁併用）

片持式工法 トラベラクレ－ンベント工法
トラベラクレ－ン片持式工法



3-3 鋼桁の解体撤去フロー
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足場工設置

(ｹｰﾌﾞﾙ設備架設桁含む)ﾍﾞﾝﾄ等支持材の設置

桁 切 断
主桁(主構)解体

床組２次部材解体

ベント等解体

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ 応力解放 (必要に応じて応力解
放治具の設置)



大型搬送車による撤去例 (動画）
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映像提供：内宮運輸機工㈱
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3-4 鋼桁解体撤去工法選定フロ－チャ－ト例

出典：橋梁と基礎 ２０１４年５月号
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3-5 解体撤去手順と工種毎留意点
（１）桁仮受けと仮受け点補強

応力解放のため桁をベント、架設桁、ｹｰﾌﾞﾙ斜
吊・直吊で多点支持する。事前照査で耐力不足の
場合は現地で桁補強を行うか、工法を変更する。
＜事前確認項目＞
①仮受け点桁応力照査
（支点補剛材断面照査、腹板座屈照査等）

②仮受け点下部工応力照査
（ジャッキセット位置の下部工支点応力確認）

③製作そり確認
（桁応力が解放される桁受け高さの決定）

④仮受け点反力算出
（施工時の反力管理値を事前に求めておく）
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応力解放作業：桁仮受け準備状況

応力解放作業時留意点

①無応力状態となるよう桁ジャッキアップ
（計画値を管理値として事前に算出しておく。

反力・高さ調整）

製作そりの形状まで
ジャッキアップ

橋脚
ﾍﾞﾝﾄ
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応力解放作業：桁仮受け完了状況

＜桁仮受け作業時留意点＞

②各ベントで段階的にジャッキアップ

（１か所で一気にジャッキアップすると大きな

支点強制変位となり桁座屈、応力超過が発生

する。）

製作そりの形状まで
ジャッキアップ

橋脚

無応力桁形状

ﾍﾞﾝﾄ
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トラス橋の不適切な桁受け事例

橋脚

不適切な
ベント位置

適切な
ベント位置

下弦材格点間
照査が必要

③トラス橋の格点間では桁受けしない。
④桁受けする場合は下弦材の格点間の発生断面

力に対し照査を行う。
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（２）一括撤去時の特徴と留意点
旧橋をベントなどを使わないで一括撤去を行う場合
は、特に下記の場合は注意が必要である。

①旧橋の中でも合成桁の場合、コンクリ-ト床版を解
体すると有効断面が減少し耐力が減少する。

②Ｉ桁の中には鋼重ミニマム設計をされているものが
あり上フランジ幅が場所ごとに変化し狭いことが多
く横倒れリスクが高くなる事がある。

③I桁を１主桁ごとに一括撤去する際、支間とフラン
ジ幅比が基準値を超える場合は横倒れリスクが高い
ので照査を行う。

④開断面桁では、横ねじれ座屈発生の可能性が高い場
合は仮設横構を床版解体前に取り付けることもある。
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（３）吊点確保と玉掛け

旧橋は架設用吊金具がなく、ナイロンスリ

ングで大回しして吊ることが多い。大ブロッ

ク一括撤去の場合は吊具を製作し取り付ける。

＜事前照査項目＞

①吊点桁応力照査

②曲線桁や偏心桁の場合は正確に重心算出

③横倒れ座屈の照査

・Ｉ桁を１主桁毎撤去するときは、支点間

や吊点間長さとフランジ幅の比率で照査
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張り出し長さに注意

正確な重量算出

地耐力チェック

桁吊り込み状況
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・一般的なＩ桁吊り込み時の照査
ケ-ス１ クレ-ン１台による施工時

吊点間部 Ls/b≦70
片 持 部 Lc/b≦35
(ｂ：フランジ幅)

ケ－ス２ クレ-ン２台相吊施工時

吊点間部 Ls/b≦70

* この比率を超える際は
別途照査

Ls

I桁

玉掛け

Lc Ls Lc

I桁

玉掛け
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（４）部材切断作業

鋼桁部材の切断は切断部位の応力解

放後に慎重に行う。

＜切断方法種別＞

①ガス切断

②ボルトやリベットの抜き取り

③ワイヤ-ソ-や電動鋸による切断

実施工では、ガス切断が最も多く
採用されている。
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＜切断時の留意点＞

①鋼桁部材の切断は応力解放後に慎重に行う。

②切断時に構造系が変わる場合応力が残っ

ていると桁が急激に変位することがある。

③荷重解放装置を用いて少しずつ応力解放を

実施する事もある。

荷重解放装置
（油圧ジャッキ+ガイド金具）

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用



（１）自走クレ-ン一括撤去事例
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3-6 鋼桁解体事例

＜Ｉ桁撤去時の特徴＞

①地上で小分割でき、高所作業が少ない。

②ベントなどの仮設備が少ない。
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3-6 鋼桁解体事例

＜Ｉ桁撤去時の特徴＞

③工程有利。

④クレ－ンが大型となる。

（１）自走クレ-ン一括撤去事例



一括撤去状況
（Ⅰ桁を３主桁一体で撤去している事例）
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３主桁体で吊上げ

・高所作業が少ない
・横倒れリスクない

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用
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＜Ｉ桁撤去時の留意点＞（クレｰン２台相吊）

①形状確保のため極力、横構や対傾構は地上に

下ろしてから小分割解体する。

②クレ-ン性能に影響するためブロック重量

は正確に算出する。
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＜Ｉ桁撤去時の留意点＞

③クレ-ン２台相吊の場合は、定格総荷重を25％

低減し機種選定を行う。
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＜Ｉ桁撤去時の留意点＞

クレｰン２台相吊作業は、労働基準局長の通
達ではやむを得ない場合を除き禁止。

作業の際は、作業指揮者による直接指揮とす
ることが明記されている。

本通達を順守することが必要。



＜箱桁・トラス桁撤去時の留意点＞
①クレ-ンが大型化し、アウトリガ反力が大き

くなるので、地耐力照査を慎重に行う。
②トラス桁の場合、吊点は、格点部とする。

53

格点を吊る



＜箱桁・トラス桁撤去時の留意点＞
③トラス桁の場合、地上に下ろした後、上弦

材の解体足場が必要。
④地上での仮受架台必要。
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⑤クレ-ン吊込み時、弦材および斜材軸力が
完成時と圧縮・引張が逆になる場合がある。
この場合、トラス部材の許容応力度が極端
に低下することがあるので注意が必要。

55

引

圧

圧引

通常供用時 吊込撤去時

引圧

圧

引

：圧縮材（赤）
：引張材（青）

凡例

吊り具

圧

引
出典：橋梁と基礎 ２０１４年５月号



一括撤去状況（ポニ－トラス）

56

吊天秤で面外力が上弦材に
加わらないようにしている

格点間を吊っている
（上弦材照査必要）



一括撤去状況（トラス桁クレ－ン相吊）

57

格点吊込み
（吊天秤使用
→ 面外荷重対策）

支点部付近の格点で吊っているので
部材作用力は完成系に近い。

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用



（２）自走クレ－ン分割撤去事例

＜撤去時の特徴＞

①高所作業があり足場防護が必要である。

②ベントなどの仮設備必要。

58

ベント
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ベント

（２）自走クレ－ン分割撤去事例

＜撤去時の特徴＞

③仮設備分の工程が長い。

④クレ－ンは小型でよい。
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自走クレ－ンによる分割撤去状況１
（アｰチ橋；ベント使用）

ベント

アｰチ１径間に１基のベントであるので桁
に応力が残っており、慎重に施工する。
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自走クレｰンによる分割撤去状況 2
（曲弦トラス；ベント併用）

ベント

トラス上横構、支材が先行して撤去されて
おり、トラス面外変形について照査必要。

支材、横構が
先行撤去済み

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用



桁をジャッキアップした後、手延べ機を

取り付け引き戻す工法

STEP１ 防護工設置、橋面工、床版解体

62

＜留意点＞
①クレ-ン進入路、手延べ引き戻しヤ－ド確保
②桁の損傷度確認、状況により補強

桁 橋 面 工 、
床版解体

（３）引戻し工法による一括撤去事例



（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP２ 桁ジャッキアップ

63

サ ン ド ル 、
ジャッキ設備

＜留意点＞
③桁ジャッキ受け点補強
④ジャッキアップ量確認（手延べたわみ量確認）



（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP３ 手延べ機、軌条、台車組立

64

手延べ機後部ブラケット

軌条

＜留意点＞

⑤送り出し時の桁座屈、断面照査、必要に応じ桁補強

⑥送り出し設備能力、手延べ機、台車、軌条耐力照査



（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP４ 桁引き戻し
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＜留意点＞
⑦手延べ跳ね出し時転倒安定計算
⑧手延べ先端解放時たわみ量確認

引き戻し

送り出し装置



（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP４ 桁引き戻し
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（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP４ 桁引き戻し
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（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP４ 桁引き戻し

68

＜留意点＞
⑨手延べ跳ね出し時転倒安定確認
⑩中間橋脚反力が急増、設備点検、桁座屈チェック

手延べ先端解放



（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP４ 桁引き戻し
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（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP４ 桁引き戻し
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（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP４ 桁引き戻し
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＜留意点＞
⑨手延べ跳ね出し時転倒安定確認
⑩橋台反力が急増、設備点検、桁座屈チェック

手延べ先端解放



（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP４ 桁引き戻し
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台車



（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP４ 桁引き戻し
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台車



（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP５ 仮受け台設置

74

＜留意点＞
⑪クレ-ン性能に合わせた桁分割

→仮受け台設置個所決定

台車

仮受け台



（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP６ 桁、手延べ他仮設備解体

75

小分割解体

＜留意点＞
⑫クレ-ン能力確認、地耐力確認
中間橋脚設備の解体時クレ-ン能力確認



（３）引戻し工法による一括撤去事例

STEP７ 解体完了

76



一括引き戻し撤去工法

77

（トラス橋；架設桁併用）

曲弦トラス橋

架設桁

吊込み桁

トラスを架設桁と吊込み桁で支持して、鉄道
上を一括撤去している施工例。難易度高い。

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用



一括引き戻し撤去工法 （引き戻し完了）

78

架設桁

吊込み桁

鉄道上施工では、き電停止時間が最少とな
る工法が求められる。→ 一括撤去工法

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳ」より引用



（４）架設桁吊込み撤去事例

架設桁で橋体を吊込み分割解体

STEP１ 防護工設置、橋面工、床版解体

79

＜留意点＞
①クレ-ン進入路、手延べ引き戻しヤ－ド確保
②桁の損傷度確認、状況により補強



（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP２ 架設桁組立（送出しor縦移動）
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＜留意点＞
③架設桁をトラス上移動させる場合はトラス照査必要
④手延べ機のたわみ量把握

架設桁 手延べ機



（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP３ トラベラ、桁吊込み設備設置吊込

81

＜留意点＞
⑤桁が無応力状態となる吊込み量を事前照査
⑥吊点反力などの管理値が目標値と等しいか確認

ト ラ ベ ラ
クレ－ン

手延べ機吊込設備運搬台車



（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP４ 上弦材解体（部材切断、撤去）

82

＜留意点＞

⑦部材切断時桁が急に変位することがあるので注意

⑧トラスは格点で受ける

部材切断

解体撤去

格点受け



（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP５ 上弦材解体（運搬、搬出）
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＜留意点＞
⑨撤去段階ごとの吊点反力の変化を把握

部材搬出



（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP６ 上弦材解体（部材切断、撤去）
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解体撤去



（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP７ 斜材解体（部材切断、撤去）

85

＜留意点＞
⑩斜材切断時、斜材の転倒に注意する
⑪斜材足場が不安定にならないように計画する

解体撤去



（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP８ 下弦材解体（部材切断、撤去）
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＜留意点＞
⑫床組解体時桁が動きやすいのでラッシング確認

解体撤去



（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP９ 吊込み設備撤去
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吊込み設備撤去



（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP１０ 架設桁引き戻し

88

＜留意点＞
⑬手延べ張出し時の安定照査
⑭手延べ機のたわみ量確認

架設桁 手延べ機

送出し設備

台車



（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP１１ 架設桁解体撤去
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解体撤去



（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP１１ 架設桁解体撤去
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（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP１１ 架設桁解体撤去
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（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP１１ 架設桁解体撤去
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（４）架設桁吊込み撤去事例

STEP１２ 撤去完了

93
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＜留意点＞
①完全な応力解放は不可能である。
②初めの部材切断時、特に慎重に施工する。
③設置クレ-ンの労働基準監督署検査が必要。

＜特徴＞

吊橋のようにケ-ブルで桁を吊下げ、応力開

放する工法である。施工難易度が高い。

（５）ケ-ブルエレクション直吊撤去事例
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ﾒｲﾝｹｰﾌﾞﾙ

受梁

吊索

＜留意点＞

①トラスの場合、格点を吊索で吊込む。

②吊索張力管理を精度よく行う。

（５）ケ-ブルエレクション直吊撤去事例

STEP１ ケ-ブル設備組立
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ﾒｲﾝｹｰﾌﾞﾙ

受梁

吊索

＜留意点＞

③最初の切断時桁が急に変位することがある

④応力解放装置を使う場合もある

（５）ケ-ブルエレクション直吊撤去事例

STEP２ 上弦材部材切断、上弦材撤去
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ﾒｲﾝｹｰﾌﾞﾙ

受梁

吊索

＜留意点＞

⑤左右均等にバランスを取りながら解体。

⑥斜材玉かけ時の足場を確保する。

（５）ケ-ブルエレクション直吊撤去事例

STEP３ 斜材切断、撤去
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ﾒｲﾝｹｰﾌﾞﾙ

受梁

吊索

＜留意点＞

⑦補剛桁吊り上げ時桁が移動することがある

のでワイヤでブレ止めを取っておく。

（５）ケ-ブルエレクション直吊撤去事例

STEP４ 下弦材、床組切断、撤去
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ﾒｲﾝｹｰﾌﾞﾙ

（５）ケ-ブルエレクション直吊撤去事例

STEP５ 仮設備撤去
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（５）ケ-ブルエレクション直吊撤去事例

STEP６ 撤去完了



① ケｰブルエレクション直吊撤去事例

101

ケｰブル直吊設備で桁応力解放し、上弦材
を解体している状況。

上弦材解体中

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用



① ケｰブルエレクション直吊撤去事例
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上弦材解体

ケｰブル直吊設備で桁応力解放し、上弦材
を解体している状況。

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用



① ケｰブルエレクション直吊撤去事例
吊索作用力測定装置

103

各吊索張力が所定張力になっているか確認する。

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用
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＜特徴＞
斜張橋のようにケ-ブルで吊下げ、応力を開放
する工法である。施工難易度が高い。

橋脚

② ケｰブルエレクション斜吊撤去事例
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② ケｰブルエレクション斜吊撤去事例

鉄塔

ストッパ

橋脚

斜吊索
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② ケｰブルエレクション斜吊撤去事例
＜留意点＞

①完全な応力解放は不可能である。

②初めの部材切断時、特に慎重に施工する。

③設置クレ-ンの労働基準監督署検査が必要。

④斜吊り索の張力を事前解析結果と照合する。

⑤補剛桁切断時水平力が働くので橋脚上ストッパ必要。

⑥補剛桁切断時構造系が変化するので桁の動きに注意。

⑦ア-チ切断時応力解放装置を使う場合もある。



その他の工法紹介
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① 台船一括撤去工法
② 機械による撤去工法
③ 爆破による撤去工法



① 台船一括撤去工法
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台船搭載状況 荷揚げ状況

＜留意点＞

①台船の浮力コントロ－ルと潮位管理が重要。

②重心が高いので台船安定性確保が必要。

③事前に水深調査を行い座礁しないことを確認。

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用



② 機械による撤去工法

109

＜留意点＞

①油圧で挟んで切断するので切断能力確認。

②重機の作業半径は小さいので橋体接近できること。

③橋体の倒れ込みに注意が必要。

油圧破砕機

出典：鋼技研・施工部会 平成１８年度報告書Ⅳより引用



110

③ 爆破による撤去工法

＜留意点＞

①爆薬の量が適切であること。

②爆破時は作業員や第三者近接防止措置を実施。

③地上で小分割する際、桁部材に残存応力が想定外

に入っていることがあり、慎重に作業する。



111

＜事故事例＞
・状況：鋼単純I桁解体作業時に、横倒れ座屈と思わ

れる形態で座屈した。

・想定要因：対傾構や、横構をほぼすべて解体して

しまい、L/B＞70大きく超えていた可能性があ

り横倒れ座屈の可能性もある。
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＜事故例に学ぶ＞
① 対傾構や横構は解体は慎重に実施する。

② このようなI桁は極力２主桁以上を同時に

吊上げ撤去する。これにより横倒れ座屈

や桁の転倒を防ぐことができる。

極力解体
しない
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＜まとめ＞

・実橋の状況を精査し、解体作業

時点での状況に適合した要領に

て作業する。

・合成桁解体時は横倒れ座屈に留

意し安全確認を行う。

・騒音、振動、粉じんが発生する

ため地元住民説明を実施する。
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＜おわりに＞

今後解体工事は急激に増加
していく。より安全により低
コストで解体作業ができるよ
う、より良い施工技術と施工
機械の開発が課題である。
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技術委員会 架設小委員会


